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要　約
　信州大学農学部附属 AFC 構内演習林におけるカラ類の繁殖状況を明らかにした．2016年に23個，2017～
2018年に20個の巣箱を設置し，種ごとの繁殖成否，一腹卵数，初卵日および繁殖ステージの推移を調査した．
その結果，₃年間でシジュウカラ Parus minor のべ57つがい，ヤマガラ Poecile varius のべ₆つがいの計63つ
がいの繁殖を確認した．繁殖に成功したつがい数はシジュウカラがのべ34つがい，ヤマガラがのべ₃つがい
だった．また，25つがいは繁殖に失敗し，これらの巣において卵の放棄および消失，巣箱内での雛の死亡およ
びアオダイショウ Elaphe climacophora による雛の捕食を確認した．一腹卵数は，シジュウカラ₃～11個，ヤ
マガラ₅～₆個だった．調査期間を通して両種は，₃月に営巣を開始し，₈月までに育雛を終えた．
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は じ め に

　シジュウカラ科に属する鳥類（以下，カラ類）は，
日本の森林に広く分布する種群である3）．本州中部
の山地帯に位置する信州大学農学部附属 AFC 構内
演習林（以下，構内演習林）では，カラ類に属する
シ ジ ュ ウ カ ラ Parus minor， ヤ マ ガ ラ Poecile 
varius， ヒ ガ ラ Periparus ater， コ ガ ラ Poecile 
montanus の₄種が確認されており，このうちシ
ジュウカラとヤマガラは常在度が高い種であると報
告されている1）．
　森林生態系において，鳥類は捕食によって餌生物
の個体数を抑制する機能を持つ4）．特に，鳥類が植
物を餌とする昆虫類を捕食することによって，植物
の生長に影響を与える例が知られている7）．カラ類
は育雛時に昆虫類を捕食，給餌するため6），構内演
習林におけるカラ類の繁殖生態に関する情報は，森
林科学の研究拠点である構内演習林に有益な知見だ
と考えられる．そこで本報告では，2016～2018年の
構内演習林における巣箱を利用したカラ類の繁殖成
否，一腹卵数，初卵日および繁殖ステージについて
明らかにした．

調査地および方法

　調査は，信州大学農学部構内に位置する信州大学
農学部附属 AFC 構内演習林（以下，構内演習林）
で行った．構内演習林の林相はアカマツ Pinus 
densiflora お よ び 落 葉 広 葉 樹 の 二 次 林， ヒ ノ キ
Chamaecyparis obtusa お よ び カ ラ マ ツ Larix 
kaempferi を主とする人工林である．構内演習林か
ら約₅km 東のアメダス伊那観測所（北緯35度49.6
分，東経137度57.3分；標高628 m）における2016
～2018年の年間降水量は1143.5～1701.0 mm，日平
均気温は11.8～12.9℃だった5）．
　カラ類の繁殖状況を明らかにするため，構内演習
林の₁～10林班に高さ20 cm，幅15 cm，奥行き
15 cm，入口径₃cm の木製巣箱を設置した（図₁，
2016年23個，2017および2018年は20個）．巣箱内を
観察できるように，巣箱上部の屋根を開閉式とした．
巣箱は，20～100 m 間隔で地上高1.2 m の樹幹に設
置した．巣箱の設置時期は前年の12月～₂月とし，
繁殖終了後の10月以降に取り外した．なお，2016年
のみ₈，₉，10林班に巣箱を設置したが，2017年，
2018年は設置しなかった．
　巣箱内の確認は，毎年₃月に開始した．₁～10日
ごとに巣箱内を観察し，巣材の有無，卵数，抱卵お
よび抱雛の有無，雛数を記録した．ただし，抱卵中
の親鳥を確認した場合は，人為的影響を最小限にす
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るため，抱卵の有無のみを確認した後，速やかにそ
の場を離れた．
　産卵を確認した巣については，繁殖状況の指標と
なる繁殖の成否，初卵日，一腹卵数（₁回の営巣に
おける卵数）を記録し，繁殖ステージについて記録
した．あるつがいの営巣において₁羽でも雛が巣
立った場合，繁殖成功とした．濱尾ら（2016）2）に
従い，孵化後13日以降に雛の生存を確認した後に雛
が消失した場合を巣立ちと定義した．卵の放棄ある
いは消失，または生後13日以前に雛の死亡あるいは
消失を確認した場合を繁殖失敗と定義した．また，
孵化後13日以降に雛の生存が確認できなかった状態
で雛が消失した場合は，繁殖成否不明とした．繁殖
成否の結果から，種ごとおよび年ごとに繁殖成功率
を算出した．繁殖成功率は以下の式によって算出し
た．なお，繁殖成功率を算出する際は，繁殖成否不

明のつがいを除いた．
繁殖成功率（%）＝（繁殖に成功したつがい数／繁
殖を試みたつがい数）×100
　₁日間隔で確認した巣箱においてシジュウカラが
₁日に₁個ずつ産卵していたため，産卵数から初卵
日を推定した．一腹卵数は，観察期間中の卵数およ
び雛数の最大値とした．繁殖ステージは₄段階に区
分した．初めて巣材を確認した日から初卵日までを
「営巣期」，初卵日から抱卵を開始するまでの期間
を「産卵期」，抱卵開始日から孵化までの期間を
「抱卵期」，孵化から巣立ちまでの期間を「育雛期」
とした．

結　　　果

　巣箱を利用（巣材の搬入および繁殖）したカラ類
は，シジュウカラとヤマガラだった．利用を確認し

図₁．信州大学農学部附属 AFC 構内演習林における巣箱の設置場所．図中の囲んだ番号は表の巣箱
no. に対応している．囲みの無い数字は林班を示す．
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た巣箱数（全設置数に対する割合）は，2016年に21
個（91.3 %），2017年 に18個（90.0 %），2018年 に
18個（90.0 %）だった（表1,2,3）．
　このうち，シジュウカラの利用が最も多く，2016
年にのべ21つがい，2017年にのべ16つがい，2018年
にのべ18つがいによって繁殖が試みられた．ヤマガ
ラは2016年にのべ₃つがい，2017年にのべ₂つがい，
2018年にのべ₁つがいによって繁殖が試みられた．
同一巣箱において，同一年に₂回繁殖が試みられた
場合もあった．
　シジュウカラは毎年10～13つがいが繁殖に成功し，
繁殖成功率は．2016年に45.5 %，2017年に78.6 %，
2018年に72.2 % だった．ヤマガラは2016年に₂つ
がい（繁殖成功率66.7 %），2017年に₁つがい（繁
殖成功率100 %）が繁殖に成功したが，2018年に繁
殖に成功したつがいはいなかった（表1,2,3）．
　繁殖に失敗した巣では，卵の放棄（₉例），卵の
消失（₁例），巣内における雛の死亡（₈例），雛の
消失（₁例），雛の捕食（₆例）を確認した．捕食
者はアオダイショウ Elaphe climacophora だった．
　一腹卵数は，シジュウカラが₃～11個，ヤマガラ
が₅～₆個だった．初卵日のレンジは，シジュウカ
ラにおいて2016年は₄月11日～₆月₅日，2017年は，
₄月20日～₇月₂日，　2018年は₄月17日～₇月₃
日だった．ヤマガラの初卵日のレンジは，2016年は
₄月10日～₆月10日，2017年は₄月15日～₄月22日，
2018年は₄月17日のみだった（表1,2,3）．営巣は₃
～₄月から始まり，₇～₈月には繁殖がみられなく
なった（図2,3,4）．
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表₁．信州大学農学部構内におけるカラ類の繁殖状況（2016年）
巣箱 no. 利用種 初卵日 一腹卵数 繁殖成否 失敗理由

₁ － － － －
₂ Pm ₄/20 ₉ 成功
₃ Pm ₄/21 ₈ 成功
₄ Pm ₅/23 ₇ 成功
₅ Pm ₄/11 ₉ 失敗 巣内で雛死亡
₆ Pm ₄/21 ₈ 失敗 アオダイショウによる雛の捕食
₇ Pm ₄/16 10 失敗 アオダイショウによる雛の捕食
₈ Pm ₅/14 ₈ 成功
₉ Pm ₄/17 10 成功
10 Pv ₅/17 ₆ 失敗 巣内で雛死亡
11 Pm ₆/₅ ₉ 失敗 卵放棄
12 Pm，Pm ₄/21，6 /₁ 8,7 失敗，失敗 アオダイショウによる雛の捕食（両方）
13 Pm ₄/22 10 失敗 卵放棄
14 Pm ₄/26 ₇ 失敗 卵消失
15 Pm ₄/21 ₇ 成功
16 Pm，Pm ₄/14，6 /₄ 9,8 成功，成功
17 － － － －
18 Pm ₄/22 ₁ 失敗 卵放棄
19 Pm ₄/17 ₉ 成功
20 Pm ₄/22 ₈ 失敗 巣内で雛死亡
21 Pm ₄/26，5 /21 1,7 失敗，成功 卵放棄
22 Pm ₄/22 ₉ 失敗 アオダイショウによる雛の捕食
23 Pv，Pv ₄/10，6 /10 6,5 成功，成功

Pm：シジュウカラ　Pv：ヤマガラ

表₂．信州大学農学部構内におけるカラ類の繁殖状況（2017年）
巣箱 no. 利用種 初卵日 一腹卵数 繁殖成否 失敗理由

₁ Pm ₄/23 ₆ 不明
₂ Pm ₄/30 ₈ 成功
₃ Pm ₅/₃ ₇ 成功
₄ Pm ₅/₈ ₈ 成功＊

₅ Pm ₇/₂ ₇ 失敗 雛消失
₆ Pm ₄/20 ₉ 成功
₇ Pm ₄/26 ₈ 成功
₈ Pm ₅/₈ ₅ 成功
₉ Pm ₄/28 ₈ 成功
10 － － － －
11 Pm ₄/28 ₉ 成功＊

12 Pm ₅/18 ₇ 成功
13 － － － －
14 Pv ₄/22 ₆ 成功
15 Pm ₄/28 ₈ 失敗 卵放棄
16 Pm ₅/22 ₇ 失敗 巣内で雛死亡
17 不明 ₄/25 ₈ 失敗 卵放棄
18 Pm ₅/19 ₇ 成功
19 Pm ₄/24 ₈ 成功
20 Pv，Pm ₄/15，不明＊＊ 6,6 失敗，不明 巣内で雛死亡

Pm：シジュウカラ　Pv：ヤマガラ
*：一部の雛死亡
＊＊：産卵期に卵数を確認できなかったため，初卵日を推定できなかった．
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図₂．信州大学農学部附属 AFC 構内演習林におけるカラ類の繁殖ステージの推移（2016年）

表₃．構内演習林におけるカラ類の繁殖状況（2018年）
巣箱 no. 利用種 初卵日 一腹卵数 繁殖成否 失敗理由

₁ － － － －
₂ Pm ₆/₄ ₆ 不明
₃ Pm ₅/₂ ₉ 成功＊
₄ － － － －
₅ Pm ₄/20 11 成功
₆ Pm ₄/26 ₈ 成功
₇ Pm ₄/21 11 成功
₈ Pm，Pm ₄/23，6 /21 10,7 成功，成功＊

₉ Pm ₄/20 ₉ 成功
10 不明＊＊ ₄/29 ₅ 失敗 卵放棄
11 Pv，Pm ₄/17，7 /₃ 6,7 失敗，不明 巣内で雛死亡
12 Pm ₄/30 ₈ 成功
13 Pm 不明 ₈ 失敗 巣内で雛死亡
14 Pm 不明 ₃ 失敗 巣内で雛死亡
15 Pm ₄/21 11 成功
16 Pm ₄/21 ₉ 成功
17 Pm ₄/25，6 /20 7,2 成功＊，失敗 卵放棄
18 Pm ₄/18，6 /16 9,8 成功，失敗 アオダイショウによる雛の捕食
19 Pm ₄/25 ₉ 成功
20 Pm ₅/₈ ₇ 失敗 卵放棄

Pm：シジュウカラ　Pv：ヤマガラ
＊：一部の雛死亡
＊＊：産卵期に巣を放棄したため，親鳥を確認できなかった．
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図₃．信州大学農学部附属 AFC 構内演習林におけるカラ類の繁殖ステージの推移（2017年）

図₄．信州大学農学部附属 AFC 構内演習林におけるカラ類の繁殖ステージの推移（2018年）




